
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

身に付けられる能力
• データの種類・収集方法・整形に関する基本概念を，講義資料を見ながら他者に説明で
きる

• グラフや基本統計量などのデータの可視化・要約に関する基本概念を，講義資料を見な
がら他者に説明できる

• 代表的な統計解析やAIの手法について，講義資料を見ながらその応用分野をイメージす
ることができる

• 日本語で書かれたテキストを収集・整理・分析し，課題解決の糸口を見つけることができ
る

• 英語で書かれたテキストを学術的に分析するために，テキストマイニングの基本的な手法を
応用することができる

• データサイエンスの代表的な統計分析手法やAIを用いて，数値データの分析・分類ができ
る

取組概要

大学等名 熊本県立大学

教育プログラム名 PUKデータサイエンス教育プログラム

申請レベル 応用基礎レベル

申請年度 令和７年度

データサイエンス演習
全学2年次 前期開講科目
本演習では，「データサイエンス入門」で学んだ統計分析手法やAIを実
データに適用し，基本的なデータ分析の手順を体得することを目指す 

本プログラムの目的
本プログラムは，全学部生に対して，様々な場面でデータに基づく意思決定ができる
基礎的な能力を養い，基本的なデータ分析の手順を体得させる

実施所管組織

プログラム責任者：副学長

授業運営・改善
情報・データサイエンス委員会

修了要件：上記２科目計４単位を修得すること

実施体制

データサイエンス入門
全学1年次 後期開講科目
本講義では，理系・文系に関係なく，様々な場面でデータに基づく意思
決定ができる基礎的な能力を養うこと，すなわち「データ思考」を涵養
することを目指す共通教育センター

プログラム改善サイクル
DS入門の
振り返り

DS入門の
改善策検討

DS入門・DS演習を
総括するプログラム
全体の改善策検討

DS演習の
振り返り

プログラム全体の点検と
改善策の実行を承認

DS演習の実践
（２年次前期）

DS入門の実践
(１年次後期)

情報・データサイエンス
委員会自己点検・

評価委員会

情報・データサイエンス
委員会
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